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「
潜
伏
者
」
は
『
新
週
刊
』
一
九
六
二
年
３

月
22
日
号
掲
載
な
の
で
、
デ
ビ
ュ
ー
直
後
の

作
品
と
い
え
ま
す
。
挿
絵
が
三
つ
入
っ
て
五

ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。
推
理
小
説
で
は
な
い
。

戦
時
中
、
台
湾
に
蒋
介
石
に
似
た
男
が
い

て
、
日
本
統
治
時
代
、
南
京
陥
落
祝
賀
会
に

蒋
介
石
に
扮
し
て
、
人
気
者
と
な
っ
た
。
戦

後
、
台
湾
が
中
国
領
と
な
る
と
、
こ
の
男
は

元
首
侮
辱
の
カ
ド
で
ブ
タ
箱
に
抛
り
こ
ま
れ

た
。ま

た
別
に
、
戦
時
中
、
授
業
中
退
屈
な
の

で
、
教
科
書
に
の
っ
て
い
る
天
皇
陛
下
の
白

馬
に
鉛
筆
で
い
た
ず
ら
を
し
て
縞
馬
に
か
え

た
カ
ド
で
、
放
校
に
な
り
、
要
注
意
人
物
と

し
て
、
行
動
を
制
限
さ
れ
た
男
が
い
る
。

戦
後
、
彼
は
日
本
帝
国
主
義
に
反
抗
し
た
志

士
と
し
て
、
も
て
は
や
さ
れ
た
。
ど
ち
ら
も

善
人
だ
っ
た
。
こ
れ
は
二
つ
の
実
話
だ
が
、

二
人
が
友
人
だ
っ
た
と
い
う
の
は
私
の
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

舞
台
は
台
北
市
の
西
方
の
観
音
山
。
陳
舜

臣
さ
ん
の
故
郷
の
近
く
に
観
音
村
と
い
う
村

が
あ
る
こ
と
は
ご
本
人
が
、
別
の
と
こ
ろ
で

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
同
名
の
山

が
あ
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

「
潜
伏
者
」
の
舞
台
が
台
湾
で
あ
る
こ
と
も

興
味
深
い
。
同
じ
年
の
12
月
、
台
湾
を
舞
台

に
し
た
唯
一
の
本
格
的
長
編
小
説
『
怒
り
の

菩
薩
』
が
書
き
下
ろ
し
で
刊
行
さ
れ
て
い
ま

す
。舞

台
の
菩
薩
村
に
つ
い
て
は
、
上
掲
『
宝

石
』
一
九
六
三
年
九
月
号
に
「
菩
薩
村
は
実

在
の
観
音
村
が
モ
デ
ル
で
あ
る
」
と
い
う
記

述
が
あ
り
ま
す
。

[

時
代
背
景]

日
本
の
台
湾
統
治
が
終
っ
て
間
も
な
く
の

一
九
四
六
年
四
月
の
こ
と
。

[

登
場
人
物]

●
林
阿
圭

28
歳
。
台
北
市
の
西
方
、
観
音

山
の
奥
深
い
か
く
れ
家
（
半
ば
洞
窟
）
で
、

「
元
首
侮
辱
の
カ
ド
」
に
よ
る
重
刑
を
怖
れ

一
人
、
身
を
ひ
そ
め
て
い
る
。
犯
し
た
罪
の

内
容
に
つ
い
て
は
、
上
述
「
自
作
を
語
る
」

で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

●
王
財
明

林
阿
圭
の
親
友
。
林
と
同
い
年
。

林
の
か
く
れ
家
へ
週
に
一
度
食

糧
を
運
ん
で
い
る
。
「
民
族
の

英
雄
」
と
し
て
、
新
聞
屋
に
追

わ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
も
上

述
「
自
作
を
語
る
」
に
記
述
が

あ
る
。

●
李
東
科

ど
じ
ょ
う
ひ
げ
。

日
本
統
治
時
代
、
日
本
人
に
ぺ

こ
ぺ
こ
し
た
男
。
戦
後
、
日
本

人
が
去
り
、
大
陸
か
ら
お
役
人

が
来
る
と
、
彼
ら
に
に
こ
や
か

な
顔
を
向
け
は
じ
め
た
。

[

あ
ら
す
じ]

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
王
財
明
が
観
音
山
の
林

阿
圭
の
か
く
れ
家
に
、
い
つ
も
よ
り
ず
っ
と

多
い
食
糧
を
持
っ
て
訪
れ
、
不
思
議
が
る
林

阿
圭
に
、
「
お
れ
も
こ
こ
に
残
る
ん
だ
。
お

め
え
と
一
し
ょ
に
ず
っ
と
」
と
言
う
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
る
。

林
阿
圭
は
「
領
袖
侮
辱
罪
」
、
王
財
明
は

「
民
族
の
英
雄
」
と
い
う
全
く
逆
の
こ
と
、

一
方
は
罪
で
他
方
は
栄
誉
で
共
に
逃
げ
回
る

破
目
に
。

李
東
科
は
日
本
人
に
お
も
ね
っ
て
、
南
京

陥
落
祝
賀
会
を
計
画
、
蒋
介
石
に
似
て
い
て
、

お
祭
り
騒
ぎ
の
好
き
な
林
阿
圭
を
祝
賀
仮
装

行
列
に
引
き
入
れ
た
の
だ
。
そ
し
て
、
戦
争

が
終
り
、
日
本
人
が
去
り
、
大
陸
か
ら
お
役

人
が
来
る
と
、
仮
装
行
列
の
写
真
が
の
っ
て

い
る
新
聞
を
も
ち
出
し
、
お
そ
れ
な
が
ら
と

届
け
出
た
。
ま
た
、
王
財
明
が
新
聞
屋
か
ら

逃
げ
回
る
原
因
も
李
東
科
に
あ
っ
た
。

二
人
は
自
身
の
境
遇
を
嘆
い
た
。

短編集未収録27作を順次紹介いたします/第1回４作、その１ 「潜伏者」

自
作
を
語
る

舞

台

時
代
背
景
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ
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「
午
前
11
時
30
分
」
は
、
『
推
理
ス
ト
ー
リ
ー
』
の

一
九
六
二
年
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
絵
が
三

つ
入
っ
て
十
三
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

素
朴
な
ア
リ
バ
イ
く
ず
し
。
風
俗
小
説
ふ
う
に
書
こ

う
と
思
っ
た
の
だ
が
。

[

舞
台]

こ
の
作
品
で
は
、
二
つ
の
殺
人
事
件
が
起
き
ま
す
。

一
つ
は
大
阪
、
曾
根
崎
警
察
署
管
内
で
の
殺
人
で
す
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、

殺
害
を
委
嘱
し
た
人
物
の
神
戸
で
の
ア
リ
バ
イ
工
作
の

描
写
は
詳
細
で
す
。

も
う
一
つ
の
殺
人
事
件
は
神
戸
、
穴
門
筋
近
く
の
ア

パ
ー
ト
Ｒ
荘
で
起
り
ま
す
。

[

時
代
背
景]

月
刊
誌
の
一
九
六
二
年
７
月
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た

が
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
す
。

[

登
場
人
物]

●
赤
松
茂

中
堅
の
や
く
ざ
。
た
ぬ
き
の
忠
三
と
は
不

倶
戴
天
の
敵
で
、
や
く
ざ
仲
間
で
は
公
然
の
事
実
。

●
た
ぬ
き
の
忠
三

名
の
知
れ
た
や
く
ざ
。

●
兎
の
豊
吉

本
名
、
佐
藤
豊
吉
。
赤
松
茂
に
た
ぬ
き

の
忠
三
殺
害
を
依
頼
さ
れ
る
。

●
吉
村
耕
造

穴
門
筋
近
く
の
ア
パ
ー
ト
Ｒ
荘
に
住
む
。

病
気
で
自
宅
療
養
中
。
寿
命
を
六
ヶ
月
と
踏
ん
で
い
る
。

キ
ャ
バ
レ
ー
勤
め
で
、
客
か
ら
〝
骨
皮
筋
江
〟
と
あ
だ

名
さ
れ
る
妻
美
佐
江
が
い
る
。

●
保
子

Ｒ
荘
に
住
む
。
バ
ー
に
勤
め
る
。
よ
く
部
屋

に
客
を
連
れ
込
む
。

●
デ
ブ
ち
ゃ
ん

本
名
、
水
田
弘
平
。
近
畿
産
業
の
社

長
。
で
っ
ぷ
り
肥
っ
た
紳
士
。
保
子
の
客
。
か
つ
て
、

美
佐
江
の
客
で
も
あ
っ
た
。

●
河
田
三
郎

吉
村
耕
造
の
友
人
。
Ｒ
荘
近
く
の
バ
ラ
ッ

ク
小
屋
で
一
人
暮
す
。

[

あ
ら
す
じ]

ま
ず
、
大
阪
、
曾
根
崎
警
察
署
管
内
で
の
殺
人
事
件
。

赤
松
茂
は
た
ぬ
き
の
忠
三
殺
害
を
十
万
円
で
兎
の
豊
吉

に
依
頼
す
る
。
た
ぬ
き
の
忠
三
と
兎
の
豊
吉
に
接
点
は

な
く
、
捜
査
が
難
航
す
る
こ
と
を
読
ん
で
の
委
嘱
殺
人

だ
っ
た
。

ア
リ
バ
イ
作
り
の
た
め
、
殺
人
の
日
を
指
定
し
、
時

刻
も
午
前
11
時
30
分
と
指
示
し
た
。
赤
松
が
思
い
つ
い
た

ア
リ
バ
イ
作
り
と
い
う
の
は
、
真
っ
赤
な
ス
ポ
ー
ツ･

シ
ャ

ツ
で
派
手
な
喧
嘩
を
し
て
、
見
物
人
が
警
察
へ
通
報
、
逮

捕
さ
れ
る
と
い
う
筋
書
き
だ
っ
た
。

そ
し
て
、
市
電
の
県
庁
前
停
留
所
付
近
で
喧
嘩
相
手
を

物
色
、
骨
が
あ
り
そ
う
だ
が
勝
て
そ
う
な
一
人
の
男
に
的

を
絞
っ
た
。
そ
の
男
、
大
男
だ
が
び
っ
こ
を
引
い
て
い
た
。

そ
し
て
、
実
行
。
結
果…

。
逮
捕
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、

停
留
所
に
い
た
七
、
八
人
の
男
女
に
は
十
分
印
象
づ
け
た

と
一
応
の
成
果
に
満
足
。

も
う
一
つ
の
殺
人
事
件
。
神
戸
、
穴
門
筋
近
く
の
ア

パ
ー
ト
Ｒ
荘
の
住
人
吉
村
耕
造
が
、
同
じ
ア
パ
ー
ト
に

住
む
保
子
の
部
屋
で
、
一
人
寝
て
い
た
デ
ブ
ち
ゃ
ん
こ

と
水
田
弘
平
を
殺
害
し
ま
す
。
殺
害
動
機
は
、
保
子
と
話

す
水
田
の
言
葉
で
し
た
。

「
美
佐
江
か…

あ
れ
は
、
骨
皮
筋
江
や
。
亭
主
が
病
気
で

入
院
し
と
る
か
ら
、
可
哀
そ
う
や
思
て
、
ち
ょ
っ
と
可
愛

が
っ
て
や
っ
た
け
ど
、
抱
い
て
も
骨
が
ギ
シ
ギ
シ
軋
り
よ
っ

て
、…

。
そ
や
な
、
あ
の
男
が
死
ん
だ
ら
美
佐
江
も
肉
が

つ
く
か
も
し
ら
ん
な
。
そ
の
と
き
に
、
も
う
い
っ
ぺ
ん
試

し
て
み
た
ろ
か
」

吉
村
は
、
水
田
殺
害
後
、
友
人
の
河
田
三
郎
を
訪
ね
、

午
前
十
一
時
半
前
後
の
ア
リ
バ
イ
を
頼
み
ま
す
。
し
か
し

…

。
河
田
自
身
、
気
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
れ
は

無
理
な
こ
と
で
し
た
。

二
つ
の
殺
人
事
件
を
繋
ぐ
人
物
、
そ
れ
は
河
田
三
郎
で

し
た
。
二
つ
の
殺
人
事
件
は
、
ほ
ぼ
同
じ
日
時
に
起
こ
っ

て
い
た
の
で
す
。
赤
松
茂
が
、
自
身
の
ア
リ
バ
イ
工
作
の

た
め
、
市
電
の
県
庁
前
停
留
所
で
打
っ
た
芝
居
を
県
警
本

部
の
女
事
務
員
が
見
て
い
た
こ
と
か
ら
、
吉
村
耕
造
が
河

田
三
郎
に
頼
ん
だ
嘘
の
証
言
が
破
綻
し
ま
す
。

自
作
を
語
る

短編集未収録作品紹介/第1回４作、その２ 「午前１１時３０分」

舞
台
、時
代
背
景
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ

県
庁
前
停
留
所
付
近
で
の
赤
松
茂
の
ア
リ
バ
イ
工
作

中
島
憲

画



2024.6.10 陳舜臣さんを語る会通信 NO.117 ＜３＞

短編集未収録作品紹介/第1回４作、その３ 「千客万来」

「
千
客
万
来
」
は
、
『
週
刊
大
衆
』
の
一
九
六
二
年
８

月
４
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
挿
絵
が
三
つ
入
っ
て

八
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

推
理
小
説
で
は
な
い
。
自
分
の
周
囲
に
み
か
け
る
庶

民
の
感
情
や
、
ち
い
さ
な
葛
藤
を
え
が
こ
う
と
し
た
。

[

舞
台]

舞
台
は
神
戸
三
宮
の
裏
通
り
。
お
も
に
、
そ
こ
で
営

業
す
る
二
軒
の
中
華
料
理
店
が
描
か
れ
ま
す
。

[

時
代
背
景]

週
刊
誌
の
一
九
六
二
年
８
月
４
日
号
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
が
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
す
。
作
中
、
登
場
人

物
が
坂
本
九
の
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
を
口
ず
さ
む

場
面
が
あ
り
ま
す
。

[

登
場
人
物]

●
鄭
万
昭

中
華
料
理
店
、
四
海
軒
の
主
人
。
引
退
し

た
と
言
い
な
が
ら
、
な
に
か
と
指
図
・
叱
責
す
る
父
が

鬱
陶
し
く
て
し
よ
う
が
な
い
。
妻
芳
子
と
の
間
に
去
年

生
れ
た
赤
子
が
い
る
。

●
鄭
発
茂

万
昭
の
父
。
老
コ
ッ
ク
。
表
向
き
引
退
し

た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
口
や
か
ま
し
く
息

子
を
指
図
。
特
別
な
客
が
来
る
と
自
ら
包
丁
を
と
る
。

●
阿
雲

コ
ッ
ク
見
習
。

●
張

紅
明
軒
主
人
。
び
っ
こ
。
四
海
軒
の
鄭
万
昭
と

同
じ
年
配
。
む
か
し
、
同
じ
店
に
つ
と
め
て
い
た
こ
と

が
あ
る
。
小
僧
の
時
か
ら
の
好
敵
手
で
、
同
じ
こ
ろ
に

独
立
し
て
そ
れ
ぞ
れ
店
を
も
っ
た
。

●
汪
添
清

当
地
華
僑
界
の
大
立
者
。
で
っ
ぷ
り
と
恰

幅
の
良
い
初
老
の
紳
士
。
成
金
趣
味
の
見
栄
坊
。

[

あ
ら
す
じ]

鄭
万
昭
は
そ
の
日
、
著
名
な
書
家
に
揮
毫
を
乞
い
、

新
し
く
な
っ
た
看
板
を
阿
雲
と
い
っ
し
ょ
に
取
り
付
け

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
当
て
つ
け
が
ま
し
い
義
父
の
一

言
、
「
看
板
新
し
い
、
だ
め
。
看
板
き
れ
い
、
だ
め
。

腕
わ
る
い
、
料
理
下
手
、
仕
方
な
い
」
に
妻
の
芳
子
が

先
ず
切
れ
た
。

夫
、
万
昭
に
「
あ
ん
た
は
意
気
地
な
し
だ
よ
！
」
と

彼
女
は
言
い
放
っ
た
。
「
一
ぺ
ん
ぐ
ら
い
、
お
じ
い
さ

ん
に
な
ん
と
か
口
答
え
が
で
き
な
い
の
？
だ
し
が
ど
う

・
・

の
、
塩
が
多
す
ぎ
る
の
、
醤
油
く
さ
い
だ
の
、
そ
ん
な

こ
と
を
言
わ
れ
て
、
あ
ん
た
い
つ
も
言
わ
れ
っ
放
し
じ
ゃ

な
い
の
。…

」

鄭
万
昭
は
つ
い
に
発
憤
し
た
。

引
退
し
た
と
言
い
な
が
ら
、
監
督
然
と
し
て
息
子
の

手
並
み
を
観
察
し
、
な
に
か
と
指
図
・
叱
責
す
る
父
を

「
上
を
む
い
て…

」
と
口
ず
さ
み
続
け
、
無
視
し
た
。

権
威
を
剥
奪
さ
れ
た
鄭
発
茂
老
コ
ッ
ク
は
、
そ
れ
以

後
、
調
理
場
へ
顔
を
出
さ
な
く
な
り
、
憔
悴
の
日
々
を

過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
「
彼
は
一
日
じ
ゅ

う
そ
と
に
出
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
」
。

と
こ
ろ
が
、
三
ヶ
月
ほ
ど
し
て
、
父
発
茂
の
様
子
を
、

妻
の
芳
子
は
、
「
最
近
は
め
っ
き
り
元
気
に
お
な
り
だ

わ
」
と
い
う
。
何
が
あ
っ
た
の
か
。

夏
が
過
ぎ
、
秋
も
過
ぎ
、
そ
し
て
、
十
二
月
、
鄭
万

昭
は
重
大
な
事
態
に
直
面
し
た
。
ラ
イ
バ
ル
紅
明
軒
が
、

隣
り
の
自
転
車
修
理
店
を
手
に
入
れ
て
店
を
拡
張
、
華
々

し
く
新
装
開
店
す
る
と
い
う
の
だ
。
そ
ん
な
資
金
は
誰

が
出
し
た
の
だ
ろ
う
か…

。

新
装
開
店
前
日
、
鄭
万
昭
は
気
が
気
で
な
ら
ず
、
朝

か
ら
何
度
も
紅
明
軒
の
様
子
を
う
か
が
い
に
行
っ
た
。

そ
こ
で
見
覚
え
の
あ
る
車
を
目
に
す
る
。

「

お
か
し
い
な
。
ど
う
も
こ
い
つ
は
汪
添
清
の

車
ら
し
い
が
。
家
に
帰
っ
た
鄭
万
昭
は
、
浮
か
ぬ
顔
つ

き
で
、
考
え
込
ん
だ
。…

ま
さ
か
、
び
っ
こ
の
金
主
が

汪
添
清
じ
ゃ
あ
る
ま
い
が
」
。

そ
の
日
、
三
度
目
の
偵
察
で
鄭
万
昭
は
目
を
疑
っ
た
。

汪
添
清
、
び
っ
こ
の
張
に
続
い
て
、
「
三
人
目
の
人
物

が
紅
明
軒
か
ら
あ
ら
あ
れ
た
。
そ
の
人
物
の
顔
を
一
と

目
見
る
な
り
、
鄭
万
昭
は
ア
ッ
と
一
声
低
く
叫
ぶ
と
、

思
わ
ず
つ
き
出
し
て
い
た
首
を
ひ
っ
こ
め
た
。

お
や
じ
だ
！
」
。

自
作
を
語
る

舞
台
、時
代
背
景
、登
場
人
物
及
び
あ
ら
す
じ
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「
火
の
周
辺
」
は
、
『
宝
石
』
の
一
九
六
三
年
２
月
号

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
大
き
め
の
挿
絵
が
三
つ
入
っ
て

十
八
ペ
ー
ジ
の
短
編
で
す
。

神
戸
で
放
火
魔
が
出
没
し
た
こ
ろ
で
あ
る
。
東
京
の

ホ
テ
ル
で
人
間
の
顔
を
落
書
き
し
て
い
る
う
ち
に
、
着

想
が
う
か
ん
で
、
書
き
は
じ
め
た
。
そ
の
晩
は
、
た
し

か
大
坪
氏
と
六
本
木
で
お
そ
く
ま
で
の
ん
だ
の
で
あ
る
。

彼
が
ど
こ
へ
し
け
こ
ん
だ
か
知
ら
な
い
が
、
私
は
か
く

も
勤
勉
だ
っ
た
。

[

舞
台]

火
難
が
度
々
起
こ
る
久
保
田
邸
の
所
在
地
の
詳
細
は

不
明
。
し
か
し
、
登
場
人
物
、
久
保
田
儀
作
が
経
営
す

る
会
社
は
「
関
西
運
輸
株
式
会
社
」
で
、
久
保
田
は
、

「
税
関
貨
物
取
扱
人
の
会
議
」
に
出
席
し
た
り
、
久
保

田
の
放
火
と
噂
さ
れ
る
事
件
の
被
害
者
の
女
性
の
実
家

が
淡
路
だ
っ
た
り
、
久
保
田
家
の
女
中
の
実
家
が
但
馬

だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
舞
台
は
、
ま
ず
、
神
戸
で
間
違

い
が
な
い
。

[

時
代
背
景]

「
火
の
周
辺
」
は
月
刊
誌
の
一
九
六
三
年
２
月
号
に
掲

載
さ
れ
ま
し
た
が
、
作
中
時
間
も
そ
の
頃
で
し
ょ
う
。

[

登
場
人
物]

●
久
保
田
儀
作

関
西
運
輸
株
式
会
社
社
長
。
妻
早
苗

と
の
間
に
一
男
一
女
。

住
み
込
み
の
使
用
人

森
西/

自
家
用
運
転
手
。
妻
常
子

美
津
子/

若
い
女
中
。
は
ま/

年
と
っ
た
女
中
。

●
田
中

23
年
前
、
関
西
運
輸(

株)

の
倉
庫
の
火
災
で

焼
死
し
た
未
亡
人
。
当
時
、
５
歳
の
男
の
子
と
２
歳
の

女
の
子
を
淡
路
の
実
家
に
預
け
て
い
た
。

●
三
原

関
西
運
輸
の
社
員
。
社
長
の
信
任
が
厚
い
。

度
重
な
る
火
難
に
際
し
、
社
長
か
ら
、
社
長
宅
住
人
の

身
元
調
査
を
依
頼
さ
れ
る
。

●
吉
川

関
西
運
輸
の
社
員
。
社
長
宅
夜
警
組
の
一
員
。

[

あ
ら
す
じ]

「
三
十
年
ま
え
、
久
保
田
は
現
在
の
妻
の
早
苗
に
恋
人

が
い
て
肉
体
関
係
も
あ
っ
た
こ
と
を
承
知
の
上
で
、
結

婚
し
た
の
で
あ
る
」
。
当
時
、
早
苗
は
、
体
調
の
変
化

か
ら
、
妊
娠
し
て
い
る
と
思
い
込
み
、
破
談
に
し
よ
う

と
久
保
田
に
打
ち
明
け
た
が
、
久
保
田
は
、
そ
れ
を
承

知
で
受
け
入
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
妊
娠
は
思
い
込
み
だ
っ

た
。
診
察
し
た
婦
人
科
医
の
言
っ
た
こ
と
ば
、
「
あ
ん

た
は
自
己
暗
示
に
か
か
り
や
す
い
性
質
な
ん
で
す
よ
」

が
、
ス
ト
ー
リ
ー
に
大
き
く
絡
む
。

そ
れ
ま
で
、
久
保
田
儀
作
並
び
に
久
保
田
家
の
火
難

は
三
度
起
こ
っ
て
い
た
。

一
回
目
、
夜
中
、
久
保
田
の
寝
室
で
小
火
（
ぼ
や
）
。

二
回
目
、
自
家
用
車
の
灰
お
と
し
盒
か
ら
出
火
。

三
回
目
、
久
保
田
邸
の
物
置
場
で
出
火
。

ま
た
、
久
保
田
儀
作
は
、
二
回
目
と
三
回
目
の
間
に
、

一
通
の
脅
迫
状
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
「
新
聞
記
事
の

平
仮
名
を
一
字
一
字
切
抜
い
て
、
安
物
の
便
箋
紙
に
貼

り
つ
け
」
た
も
の
で
、
そ
の
内
容
は
、
23
年
前
の
関
西

運
輸(

株)

倉
庫
の
火
災
を
、
保
険
金
目
当
て
の
久
保
田

の
放
火
と
し
て
、
糾
弾
・
脅
迫
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
、
久
保
田
儀
作
は
社
員
か
ら
成

る
夜
警
組
を
作
り
警
戒
す
る
。

ク
リ
ス
マ
ス･

イ
ヴ
、
事
態
は
動
く
。
そ
の
日
、
久
保

田
邸
に
居
た
の
は
、
久
保
田
夫
婦
と
年
と
っ
た
女
中
の

は
ま
と
夜
警
組
の
吉
川
の
四
人
だ
っ
た
。

「
こ
れ
ま
で
の
三
回
の
怪
火
は
、
い
ず
れ
も
早
苗
の
し

わ
ざ
で
あ
っ
た
。
結
婚
生
活
三
十
年
、
毎
に
ち
屈
辱
に

ま
み
れ
て
す
ご
し
た
。
夫
は
ま
る
で
、
お
情
け
で
こ
の

家
に
置
い
て
や
る
と
言
わ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
彼
女

は
そ
れ
を
、
自
分
の
過
去
の
落
度
ゆ
え
と
思
っ
て
、
た

え
し
の
ん
だ
。
が
、
も
う
償
い
は
す
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

夫
が
最
後
に
ほ
か
の
女
を
家
に
連
れ
こ
ん
だ
と
き
、
償

い
は
す
で
に
終
っ
た
の
だ
。
そ
の
あ
と
、
百
回
以
上
も

お
な
じ
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
み
な
貸
し
で
は
な
か

ろ
う
か
？
早
苗
は
五
十
に
な
っ
た
。…

」
。
三
回
の
火

難
に
遭
っ
て
も
反
省
の
な
い
夫
を
見
て
、
早
苗
は
、

「
は
っ
き
り
と
、
自
分
は
完
全
な
自
由
を
求
め
る
べ
き

で
あ
る
と
悟
っ
た
。
ち
び
り
ち
び
り
と
払
い
戻
し
を
受

け
て
、
は
た
し
て
い
つ
に
な
っ
た
ら
満
額
に
な
る
の
だ

ろ
う
？
そ
れ
よ
り
も
、
一
挙
に
取
り
戻
し
た
ほ
う
が
よ

く
な
い
か
？
も
う
五
十
才
、
で
は
な
く
、
ま
だ
五
十
才
、

で
あ
る
。…

。
も
し
夫
が
い
な
く
な
れ
ば
、…

」

ク
リ
ス
マ
ス･

イ
ヴ
、
久
保
田
邸
は
猛
火
に
包
ま
れ
た
。

「
消
防
車
が
来
た
と
き
は
、
も
う
母
屋
は
手
が
つ
け
ら

れ
な
か
っ
た
。…

。
焼
け
あ
と
か
ら
は
、
二
つ
の
死
体

が
発
見
さ
れ
た
」
。

二
つ
の
死
体
と
は
、
久
保
田
夫
婦

の
で
す
が…

。
婦
人
科
医
の
こ
と
ば
、
「
あ
ん
た
は
自

己
暗
示
に
か
か
り
や
す
い
性
質
な
ん
で
す
よ
」
が
ス
ト
ー

リ
ー
に
ど
う
絡
ん
で
い
た
か
、
紙
幅
に
余
裕
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
こ
こ
ま
で
と
し
ま
す
。

短編集未収録作品紹介/第1回４作、その４ 「火の周辺」

自
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